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人工知能 (Artificial Intel I igence: AI) の基礎知識とその概要を体系的に学ぶ。 AIの歴史から多岐に
③科目概要 わたる技術種類や応用分野において、 AIを活用する際の構築から運用までの流れなどを知識として修得

し、 「数理 ・ データサイエンス ・ AI (人工知能）」の基礎を学ぶ。

主に機械学習や深層学習などを基礎とした人工知能の基礎概念を修得し、 さらにその基礎知識による応
①達成目標 用力を身につける。

また、 人間や機械の知能の仕組み、 考え方についての説明ができるようになる。

履修に必要な予備知識や技能（関連科目 「数的処理」、 「 !CT基礎」、 「データサイエンス」を履修していることが望ましい。
等） 関連科目として、 「知能情報学」がある。

1. 情報メディアに関して、 基礎的な情報処理技術、 ソフトウェアについての知識、 また、 資格試験の学
修内容等、 基礎的な知識 ・ 技能を身につけている

学位授与方針との関連 2. 専修コ ースにおいて、 情報理論、 映像史、 音響、 色彩など、 必要な知識 ・ 教養を身につけている。
3. 専修コ ースにおいて、 プログラミング、 映像制作、 PA、 グラフィックデザインなど、 必要な技術 ・ 技
能を身につけている。

④授業計画、 授業外学習の内容及び必要
な時間

人工知能とは

第1回
人間的アプロー チ、 合理的アプロー チ、 推論、 行動、 利用指針
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

人工知能の歴史

第2回 Al の歴史、 産業への活用、 科学的手法、 Al の新領域
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

エージェントと環境

第3回 知的エージェント、 エージェントと環境、 よい振舞い、 環境の性質
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

問題解決と探索

第4回
探索による問題解決、 ゴールと問題の定式化、 探索戦略
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

ヒュ ーリスティック探索と局所探索

第5回
知識に基づく探索と探査、 ヒュ ーリスティック関数、 局所探索アルゴリズム
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

推論、 エキスパートシステム

第6回
知識ベースの構築、 推論エンジンの設計、 ユーザインタフェースの設計、 学習と更新
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

学習とその分類

第7回 経験からの学習、 教師あり学習、 教師なし学習、 強化学習、 統計的学習方法
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

ニュ ー ラルネットワ ーク

第8回
研究の歴史、 ユニット、 ネットワ ークの構造、 結合、 仕組み、 学習、 勾配、 重み
事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）

深層学習

第9回
仕組みと学習フロー、 勾配法と誤差逆伝播法、 過学習とバイアス、 CNN、 RNN、 GAN

事前学習：関連する専門用語を抽出し、 分からない点など確認しまとめておく (120分）
事後学習：授業内容について整理 ・ 復習する (120分）




